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小説家・脚本家であった向田邦子氏は、自身の随筆に、『野ばら』の歌詞「わらべは見た

り 野中の薔薇」を「～夜中の薔薇」だと思い、いろいろな状況を想像していたと書いて

います。また、唱歌『ふるさと』の「うさぎ追いし→うさぎ美味し」もよく見聞きする例

です。そして私は小学校低学年の頃、校歌にあった「背に立つ山には 緑したたる」を「～

緑氏、祟る（たたる）」だと思っていました。「したたる」という言葉を知りませんでした

し、もしかしたら、図書室で読むのが流行っていた「怪人二十面相シリーズ」の影響だっ

たかもしれません。「緑氏」という紳士がやっつけられて仕返しをする情景を想像して、裏

の山には怖い人が住んでいるのかな、と思っていました。学年が上がり、「したたり」も知

ってみれば、校歌にそのような不吉な歌詞を採用することは考えにくいと思い当たります。 

 私たちは、自分が置かれた状況や、関心事、自分のもつ知識の範囲によって、ものを理

解したり、そこからイメージを膨らませたりして、知らず知らずのうちに人生を豊かにし

ています。子供たちと話をしていると、大人が当たり前だと思っていることが、実は当た

り前ではないのだということに気づかされます。話せば話すほど、その子が、生まれてか

らこれまで、家庭で、親戚の人々の中で、幼稚園や保育園等で、テレビや本と接する中で、

どのようなことを知り、気に入り、また嫌いだと思い、何を心に留めてきたのかを、深く、

面白味をもって感じ取ることができます。 

 さて、平成２８年も残すところあと一ヶ月となりました。学校の一年間は、学年の進級

に合わせて４月から３月までですが、やはり、１２月には、年の区切りを感じ、新しい年

を迎える心構えをもちたいものです。 

 子供たちは、この一年間で、印象に残っているできごとをいくつ挙げることができるで

しょうか。何を気に入り、また遠ざけたいと思い、心に留めてきたのでしょうか。 

 大人の感覚とは違い、子供たちは、直近のできごとに強い印象をもっていることが多く

あります。「今年、一番うれしかったことは？」とたずねるだけでは、つい先週、友達と遊

んだことを挙げることも少なくありません。大人が意図的に、１月から１２月までのこと

を思い出す場と時間を準備することがとても重要です。じっくりと時間をかけて子供と大

人の世界を少しずつ寄り合わせ、様々なできごとや思いを語り合うことを通して、思い込

みや勘違いを認め合って、新しい年に向けて心を開放しておくことができたら素晴らしい

です。幸い、私たち学校にいる者は、多くの子供と向き合い、話をすることができるとい

う特権をもっています。保護者会や面談でのお話、学校公開や学校行事の際にいただくア

ンケートに書いていただいたことを糧として、機を逃さず、子供たちの気持ちを全力で受

け止めてまいります。 

 今年「申年」は、悪いものが「去る」（さる）年。そして、来年「酉年」は、酉の字が

酒つぼを表し、収穫した穀物から酒を抽出することや、「とり→とる」という音から、「実

る」「収穫する」という意味をもつそうです。そのはざまに、ぜひ、ご家庭でも、お子様

とたくさんたくさん語り合い、よい年をお迎えください。      

平成２８年１１月３０日  
台東区立大正小学校  
３８７６－５５９２  



      本物との出会い 
           越智久美子 ・ 石井純子 

本校では、本物と出会う活動を通し、グローバル

化社会に対応できる多様なものの見方、考え方を身

に付けていくことを、学校の重点目標としています。

今年度の活動の一部を紹介します。 
① アスリートによる出前授業 

6 月 18 日に、シンクロナイズドスイミングのオリ

ンピアンの、足立夢実さん、10 月 15 日にはデフバ

スケットの元日本代表選手石川友正さん、夢未来

welcome プロジェクトでは、ラグビー元オーストリ

ア代表、ピーター・ヒューワットさんが来校しまし

た。世界に通じる技を見せていただいたり、苦しく

ても努力を積み重ねれば、夢は叶うというお話をし

ていただいたりしました。 
② 鑑賞教室 

10 月 28 日に劇団風の子による演劇鑑賞教室を行

いました。12 月 16 日には邦楽鑑賞教室、２月 24 日

にはオーケストラ鑑賞教室を計画しています。今年

も、大正まつりの売上金から、開催費を補助してい

ただきました。 
③ 茶道教室（年間各クラス３回実施） 

日本の伝統文化に親しむ活動として、茶道を取り

入れています。裏千家師範の宇津木先生（元ＰＴＡ

会長）と、茶道ボランティアのお母様方のご協力の

もと、行っています。（茶道ボランティアは随時募集

しております。） 
④ 理科出前授業 

７月１日に、日本教育支援センター代表の小森先

生の「科学教室」を、学年ごとに全児童が受けまし

た。5 年生はブーメランの作成、6 年生は、紫キャベ

ツを使い水溶液の実験を行いました。「理科は楽し

い」ということを、体験活動・実験観察を通して気

付かせる授業を行っています。 
⑤ ふれあい学習 

地域社会の一員としての自覚や、地域を愛する心

を育てるため、地域の方々に昔遊びや伝統工芸、昔

の生活の様子を教えていただいています。また、大

正幼稚園の園児との交流「フレンズタイム」では、

自主性や思いやりの心を培っています。子供たちの

自分の生き方を考えるきっかけになるよう、さまざ

まな学習を計画しています。 

 
１２月の目標 

「生活目標」整理整とんを心がけよう 

「保健目標」冬を健康にすごそう 

「給食目標」楽しい食事の場を作ろう 
 
１２月の行事予定 
１日（木） 茶道教室３年 図書館見学２年 

根岸小研究発表のため４時間授業 

２日（金） 委員会活動（卒業アルバム写真撮影） 

副籍交流（２－２） 

４日（日） 

５日（月） 

ジュニア駅伝 

英語出前授業６年 

６日（火） バイキング給食（２－３） 

７日（水） 避難訓練 

 ８日（木） 区演劇鑑賞教室６年（浅草公会堂） 

茶道教室４年 

９日（金） 

 

 

１２日（月） 

代表委員会 地域清掃６年 

西洋美術館見学２年 

いたどり学級２学期通級終了 

アルバム写真撮影６年 

ランチルーム給食週間（３－２・４－２） 

１３日（火） 通学班会 いたどり学級全員通級日 

１４日（水） 保護者会 

１～３年 １３：３０～（４時間授業） 

４～６年 １５：００～ 

いたどり個人面談始～２０日（火） 

１５日（木） 茶道教室１年 ブック・バイキング 

１６日（金） お琴出前授業 

クラブ活動（アルバム写真撮影） 

１７日（土） 

 

１９日（月） 

土曜授業日 もちつき大会 

松が谷ケアハウス訪問（４年希望者） 

租税教室６年 

２０日（火） 大正オリ・パラ集会 

２１日（水） 子ども安全の日 

給食・専科授業終 

２２日（木） 終業式（４時間授業） 安全指導・点検 

２３日（金） 天皇誕生日 

２６日（月） 冬季休業日始～１月７日（土） 

１月９日（月）成人の日 

１月１０日（火）始業式（４時間授業） 

  

  

  

 

  

  

  

 

 

【１２月の子供会予定】 

３日、１０日（土） 

＜校庭＞１２：３０～１６：３０ 

○ 雨天時中止 


